
浅茅野遺骨発掘 ― 東アジアの平和な未来のための共同ワークショップ 
 

 

 
シンポジウム・講演 

◆徐  勝（立命館大学コリア研究センター長） 

「北朝鮮ミサイルより靖国が問題だ」 
 

◆森田俊男（平和・国際教育研究会代表） 

「戦争の風化と米軍基地の居座りという時代の流れ」 
     －私たち若者こそがブレーキをかけるものへ－ 

◆李 泳 禧（韓国･漢陽大学名誉教授） 

「東アジア地域の平和の模索」 
 

   ２００６  年８月１８ 日（金） 
   

北海道大学農学部･本館 大講堂 
  札幌市中央区北９条西９丁目（本館正面玄関より階段で４階へお上がり下さい） 

  ＪＲ札幌駅より北西へ徒歩１０分（正門より直進３００ｍ） 
 
 

主 催： 旧日本陸軍浅茅野飛行場建設強制連行犠牲者遺骨発掘実行委員会 

連絡先： 〒074-0141 北海道深川市多度志 630 番地 一乗寺気付 TEL:090-1384-2862 

 午後６時 開始 
～午後８時３０分 終了 

共同ワークショップ 

プレ学習プログラム 

北海道の強制連行関係資料について 
講義：井 上 勝 生（北大文学部教授） 

白木沢 旭児（北大文学部教授） 
 

８月１７日(木)午後２時より 

北海道大学文学部人文社会科学総合研究棟２F 
W２０１教室 

聴 講 無 料 

終了後、理学部前にて交流歓迎会(参加費 1000 円) 
ぜひご参加下さい。 

 
参加無料 

 


